
古
庄
ゆ
き
子
先
生
の
こ
と

安
　
東
　
大
　
隆

　
古
庄
ゆ
き
子
先
生
は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
別
府
女
子
大
学
を
昭
和

二
十
八
年
に
御
卒
業
に
な
り
、
法
政
大
学
大
学
院
で
委
託
研
究
生
と
し

て
、
西
郷
信
綱
教
授
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
。

　
昭
和
三
十
三
年
別
府
大
学
講
師
に
任
用
さ
れ
、
以
後
、
助
教
授
を
経

て
、
四
十
八
年
よ
り
教
授
と
な
り
、
平
成
七
年
三
月
の
御
退
職
に
至
る

ま
で
、
本
学
に
在
籍
し
、
研
究
と
教
育
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
た
。

　
そ
の
御
研
究
の
軌
跡
は
年
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
大
き
く
分
類

す
る
と
二
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
一
つ
は
初
期
の
御
研
究
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
を
中
心
と
し
た
古
代
文
学
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
「
ふ
る
さ
と
の
女
た
ち
」
な
ど
に
よ
り
窺
わ
れ
る
女
性
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
一
見
す
る
と
無
関
係
に
存
在
す
る
よ
う
で

あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
『
万
葉
集
』
の
研
究
に
も
そ
の
底

流
に
は
常
に
、
女
性
研
究
の
視
点
が
持
込
ま
れ
て
い
る
。
社
会
の
反
映

と
し
て
の
文
学
、
そ
の
作
品
の
中
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
女
性
も
又
、

当
時
の
人
々
の
考
え
方
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
女
性
の
生
き
方
を

緻
密
に
観
察
し
て
い
く
と
い
う
方
法
は
、
は
か
ら
ず
も
当
時
の
社
会
の

矛
盾
を
も
指
摘
し
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
研
究
の
方
法
は
、
在
任
中
。
貫
し
て
持
ち
続
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

し
、
又
著
書
と
し
て
実
を
結
ん
で
い
る
。

　
教
育
に
も
一
途
な
情
熱
を
注
ぎ
続
け
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
御
薫
陶
の

学
生
へ
の
浸
潤
は
ひ
と
か
た
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
本
年
の

一
。
月
末
に
御
退
職
に
と
も
な
う
記
念
講
演
と
先
生
を
囲
む
会
を
問
催
し

た
時
の
盛
況
ぶ
り
に
窺
え
た
。
小
人
数
の
大
学
で
あ
る
が
、
百
人
余
の

卒
業
生
が
参
加
し
、
酒
肴
に
は
殆
ど
手
を
染
め
る
こ
と
な
く
、
先
生
と

の
再
会
を
喜
び
、
ま
た
、
名
残
り
を
惜
し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
を
目
の

あ
た
り
に
し
て
、
そ
の
感
を
深
く
し
た
の
で
あ
る
。
私
白
‥
身
本
学
に
職

を
奉
じ
て
約
二
十
年
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
職
を
退
く
時
に
こ
れ
程
の

感
動
を
与
え
得
る
だ
ろ
う
か
と
、
否
定
的
に
自
問
し
た
程
で
あ
る
。

　
先
生
が
退
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
後
の
国
文
学
科
の
歩
み
を
語
る

人
が
、
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
寂
し
い
’
限
り
で
あ
る
。
学
科
の

歴
史
を
語
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
、
先
生
に
「
国
文
学
会
の
歴
史
」

を
前
号
に
連
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
科
の
歩
み
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
予
測
も
出
来
に
く

い
。
学
生
の
興
味
も
多
様
化
し
て
い
る
し
、
何
を
求
め
る
か
も
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
徒
に
時
代
の
流
れ
に
身
を
ま
か

せ
て
、
自
己
を
見
失
っ
て
は
な
る
ま
い
と
思
う
。
常
に
客
観
的
に
真
理

’
を
見
通
す
目
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
こ
に
文
学
を
学
ぶ
意
味

も
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
先
生
の
御
学
問
の
進
展
と
、
御
健
康
を
念
じ
て

や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
七
年
十
二
月
）
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古
庄
ゆ
き
子
先
生
　
略
　
歴

昭
和
2
4
年
３
月

昭
和
2
8
年
３
月

昭
和
3
1
年
４
月

　
～
3
3
年
３
月

大
分
青
年
師
範
学
校
卒
業

別
府
女
子
大
学
卒
業
　
国
文
学
専
攻
（
文
学
十
）

法
政
大
学
大
学
院
に
（
指
導
教
授
西
郷
信
綱
博
十
）

委
託
研
究
生
と
し
て
在
籍

　
　
　
　
職
　
　
　
歴

昭
和
2
4
年
４
月
　
　
安
岐
中
学
校
教
諭

　
～
2
6
年
３
月

昭
和
2
9
年
４
月
　
　
別
府
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
助
手

　
～
3
1
年
４
月

昭
和
3
1
年
４
月
　
　
法
政
大
学
大
学
院
へ
委
託
研
究
生
と
し
て
出
向

　
～
3
3
年
３
月

昭
和
3
3
年
４
月
　
　
別
府
大
学
文
学
部
講
師

　
～
3
9
年
1
2
月
　
　
同

昭
和
4
0
年
１
月
　
　
別
府
大
学
文
学
部
助
教
授

　
～
4
8
年
９
月
　
　
同

昭
和
4
8
年
1
0
月
　
　
別
府
大
学
文
学
部
教
授

２－



論
　
文

　
著
　
書

女
流
俳
人
に
つ
い
て

発
行
年
一
月
日

一
九
五
六
年

　
発
行
所

十
一
．
月
全
国
国
語
国
文

学
会

機
関
誌
「
文
学
語
学
」

古
代
文
学
史
の
一
問
題
　
、
九
五
八
年
八
月
　
　
別
府
大
学
紀
要
第
８
輯

　
－
い
わ
ゆ
る
「
女
歌
」
の
発
生
と
そ
の
展
開
－

大
伴
坂
上
郎
女
ノ
ー
ト
　
．
九
六
〇
年
九
月
　
　
日
本
文
学
協
会
機
関
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
文
学
」

大
伴
坂
上
郎
女
覚
え
書
　
　
九
六
二
年
　
　
　
別
府
大
学
会
機
関
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
府
大
学
紀
要
第
1
1
輯

　
．
作
品
に
恣
意
を
　
　
　
．
九
六
四
年
六
月
　
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

持
ち
込
ま
な
い
で
読
む
〃
と
い
う
こ
と
　
　
　
会
誌
「
別
人
国
語
国
文

　
－
二
目
の
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー
　
　
　
学
」
第
５
号

石
川
郎
女
ノ
ー
ト
　
　
　
ー
九
六
四
年
六
月
　
　
日
本
文
学
協
会
機
関
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
文
学
」
1
3
3
号

石
川
郎
女
覚
え
書
き
　
　
．
九
六
瓦
年
．
月
　
　
別
府
大
学
会
機
関
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
別
府
大
学
紀
要
」
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
輯

狭
野
茅
上
郎
女
ノ
ー
ト
　
．
九
六
五
年
十
二
月
　
日
本
文
学
協
会
機
関
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
文
学
」
1
5
1
号

ノ
ー
ト
、
カ
ツ
ラ
ギ
ヒ
ト
　
ー
九
六
七
年
三
月
　
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

コ
ト
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
誌
「
別
火
国
語
国
文

　
－
そ
の
形
象
化
の
過
程
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
（
上
）
　
　
学
」
第
８
号

謡
曲
「
葛
城
」
の
　
　
　
．
九
六
七
年
ト
月
　
　
別
府
大
学
国
語
国
文
背

後
に
あ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
会
誌
「
別
人
国
語
国

　
‐
―
‐
カ
ツ
ラ
ギ
ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
の
も
う
．
つ
の
顔
－

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
を
　
ご
几
六
八
年
十
月

ど
う
読
む
か
（
一
）

　
－
類
似
歌
、
類
恋
歌
を
中
心
と
し
て
ー

ノ
ー
ト
大
伯
（
大
来
）
皇
女
　
．
九
六
八
年

「
文
学
史
を
書
く
こ
と
　
．
九
六
九
年
十
月

自
体
が
芸
術
作
品
で
あ

っ
て
よ
い
か

　
ー
三
島
由
紀
夫
「
日
本
文
学
小
史
」
批
判
、

　
　
特
に
万
葉
集
評
価
を
中
心
に
ー

日
本
女
性
史
に
お
け
る
　
Ｔ
几
七
二
年
六
月

古
代
末
期
女
性
作
家
の
意
味

高
群
逸
枝
覚
え
書
き
　
　
．
九
七
一
年
四
月

　
（
二
）
－
平
安
期
女
流
作
家
の

　
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て

大
体
坂
上
郎
女
「
怨
恨
歌
」
　
ド
几
七
四
年
ト
．
月

’
再
考
の
た
め
の
覚
え
書
き

文
学
」
第
９
弓

梅
光
女
学
院
大
学

国
語
国
文
学
会
機
関
誌

　
「
国
文
学
研
究
」
第
４
弓

別
府
大
学
国
語
国
文
学

会
誌
「
別
人
国
語
国
文

学
」
第
1
0
［
ヴ

別
府
入
学
国
語
国
文

学
会
誌
「
別
火
国
語

国
文
学
」
第
‥
口
号

人
分
大
学
国
語
国
文

学
会
誌
「
国
語
の
研
究
」
　
３
‐

第
６
号
　
　
　
　
　
　
　
　
一

別
府
大
学
国
語
国
文

学
会
機
関
誌
「
別
府

大
学
国
語
国
文
学
」
第

1
3
号

別
府
大
学
国
語
国
文
学

会
機
関
誌
「
別
府
大
学

国
語
国
文
学
」
第
1
6
号

古
代
民
謡
論
　
　
　
　
　
、
九
七
四
年
十
ｌ

ｚ
;
　
大
分
大
学
国
語
国
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
機
関
誌
「
国
語
の
研
究
」

祭
神
歌

　
－
大
伴
坂
上
部
女
の
　
／
几
七
五
年
ト
こ
月
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

　
　
　
歌
を
ど
う
よ
む
か
Ｉ
（
三
）
　
　
　
　
会
機
関
誌
「
別
府
大
学



大
伴
坂
上
郎
女
像
の

変
化
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）

地
方
女
性
史

．
九
七
八
年
二
月

、
九
七
四
．
月

国
語
国
文
学
」
第
口
号

別
府
大
学
国
語
国
文
学

会
機
関
誌
「
別
府
大
学

国
語
国
文
学
」
第
1
9
‥
リ

私
学
研
修
第
6
5
吋

　
－
大
分
県
に
お
け
る
働
く
婦
人
の
歴
史
－
明
治
期
を
中
心
に
し
て
ー
（
ご

近
代
日
本
女
性
史
の
　
　
一
九
七
年
一
片
　
　
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

方
法
試
論
―
最
近
の
方
法
論
論
争
に
よ
っ
て
　
会
機
関
誌
「
別
府
大
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
語
国
文
学
」
第
1
8
吟

富
岡
製
糸
工
場
ヘ
　
　
　
フ
几
七
八
年
五
月

　
送
ら
れ
た
娘
た
ち

大
分
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
　
　
．
九
七
八
年
十
一
八

『
万
葉
の
女
た
ち

ー
そ
の
創
造
性
の
根
源
を
求
め
て
Ｉ
』

女
性
史
・
女
性
学

女
性
史
・
女
性
学

．
九
八
四
年
五
月

一
九
八
五
年

明
治
期
大
分
県
の
女
性
　
．
九
八
六
年
二
月

大
正
・
昭
和
前
期
の
大
分
県
の
女
性

佐
藤
義
詮
先
生
古
稀
記

念
論
集

新
人
物
往
来
社
刊
「
近

代
民
衆
の
記
録
」
1
0
小

沢
有
作
編

フ
几
六
六
年
二
月
別
府

大
学
国
語
国
文
学
会

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編

朝
日
選
書
２
７
２

　
「
大
分
県
ｍ
入
近
代
篇
Ｈ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
九
八
七
年
一
．
一
月
　
　
「
大
分
県
史
近
代
篇
Ⅲ
」

大
分
県
に
お
け
る
「
教
化
総
動
員
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
九
九
〇
年
ト
二
月
　
大
分
県
地
方
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
分
県
地
方
史
」

屎
葛
の
歌
－
万
葉
集
巻
ト
六
の
歌
を
よ
む
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
九
九
〇
年
十
二
月
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
機
関
誌
「
国
語
国
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
」
第
3
2
号

戦
後
の
文
学
と
文
学
運
動
　
　
．
九
九
一
年
１
月
　
　
大
分
県
史
現
代
篇
Ｈ

解
釈
の
問
題
一
・
二
　
　
フ
九
九
一
年
十
二
月
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
機
関
誌
「
国
語
国
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
」
第
3
3
号

大
伴
坂
上
郎
女
論
　
　
　
―
．
九
．
且
．
年
．
月
　
別
府
大
学
学
会
誌

　
－
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
「
別
府
大
学
紀
要
」
3
4
号

別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
小
史
．
九
九
三
年
ト
．
．
月
　
別
府
入
学
国
語
国
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
機
関
誌
1
‐

1
国
語
国
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
」
第
3
5
］
づ

別
府
大
学
国
語
国
文
学
会
小
史
一
九
九
九
四
年
べ
月
　
別
府
大
学
国
語
国
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
機
関
誌
「
国
語
国
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
」
第
3
6
号

☆
著
書
紹
介

　
　
『
ふ
る
さ
と
の
女
た
ち
Ｉ
大
分
近
代
女
性
史
序
説
―
』

　
　
『
豊
後
お
ん
な
土
工
』

　
　
『
女
た
ち
の
日
本
近
代
』

　
　
『
大
分
お
ん
な
百
年
』

４
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